
外食産業

取組みのカテゴリ 企業情報

背景

取組内容

スターバックス コーヒー ジャパン 株式会社
労働災害を防止するためには従業員の健康の保持・増進が大事 （チェーン系カフェ）

所在地：東京都
従業員：39,985名

従業員の健康保持・増進 労働環境の改善

安全衛生方針の策定

店舗数の増加をきっかけに、２０１７年に安全衛生方針を定めて労働災害防止に向けて取組をさらに強化
しました。

1. 【労働災害を防止するための
健康保持・増進】

 心身共に健康であることが労
働災害を防止するには必要不
可欠であると考えています。
CEOから健康保持・増進に関
するメッセージも定期的に配信
しています。産業医や専門家か
ら配信してもらうこともあり、コロ
ナ禍の精神的な乗り切り方の
ポイント等も掲載しています。
従業員から大変評判の良いも
のとなっています。

2. 【従業員にリラックスしてもらうための労働環境の改善】
 休憩時には心身ともにリラックスしてもらうためにバックルームマネジメントという取組を実施しています。5S活動
や、材料置き場の変更により、休憩スペースを拡大して、より良いコンディションで働いてもらうように工夫してい
ます。
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外食産業

安全の成果

副次的効果

（ファーストフード）

取材年月：2020年11月
＊上記取組みは、当該企業の労働安全の取組みの一部です。

3. 【安全意識向上のための安全衛生基本方針の策定】
２０１７年より、以下３点の項目を基本方針に定めて従業員の安全意識の向上に努めています。

 心とからだの健康維持増進を支援する
 安全衛生の目的を理解する
 安心安全な店舗環境をつくる

 従業員の健康維持と、労働安全取組、作業負荷の低減に取り組むことで、接客する時間を増やし、顧客満
足度の向上に繋げることができました。

 従業員のこころとからだの健康を保持・増進する活動と作業負担の軽減を図り、労働災害は減少傾向にあり
ます。




